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<私に触れてはいけない> レンブラント 

マグダラのマリアの名前は全ての福音書の後半に記されて

います。主イエスの十字架の下で、そして、遺体が葬られた墓

の前で、悲哀と共に登場しています。このマリアは、以前イエス

に七つの悪霊を追い出していただいた婦人である（マルコ 16:9）と記

されています。非常に多くの病苦に苦しんでいたところ、主イ

エスに癒され、その後、主イエスの宣教に従う人になりました。

当時は女性は人として数えられなかったのですが、復活のキリ

ストに出会い、証言者となり、初代教会の礎となった女性です。 

 ところが、中世以降、7 つの悪霊を 7 つの大罪と誤解され、そのうえ、女性のゆえか、娼婦

であるとの偏見にさらされてきました。20 世紀に発見されたナグ・ハマデイ写本の記述から、

宣教のリーダーとして活躍した信徒であることが分かりました。主イエスの母マリアが、息子

を、冤罪により、磔刑で命を奪われたゴルゴタの刑場で、悲しみのどん底にあった時、彼女を

支え、傍らに立ったのはマグダラのマリアです。敬愛する主イエスの死という現実を直視しな

がらも、思い遣りに満ち、行動的な姿を示しています。イスラエルの歴史では死者は先祖の墓

に葬られることが理想であり、塵にすぎないお前は塵に返る（創世記 3:19）と死を受け止めていま

した。復活という概念はありませんでした。ですから主イエスが 御自分が必ずエルサレムに行っ

て、長老、祭司長、律法学者たちから多くの苦しみを受けて殺され、三日目に復活することになっている

（マタイ 16:21）と打ち明けられても、誰もその意味を理解することができませんでした。 

マグダラのマリアは、悲しみながらも、主イエスに丁寧な遺体処置を施したかったのです。

安息日が明け、朝早く、香油を携え、墓に行くと、なんと墓には遺体がありませんでした。驚

きで何も見えなくなりました。「誰かが私の主を取り去りました」(ヨハネ 20:13) と訴え、「どこに置い

たのか、どうぞ、おっしゃってください。私が、あの方を引き取ります」（ヨハネ 20:15） と申し出てい

ます。主イエスの遺体に関して、自分がすべての責任を負うと言います。その時「マリア」と呼

びかける主イエスの声がしました。その声はいつも呼びかけられていた、忘れることのできな

い主イエスの声でした。信じられないような現実、夢のようで、我を忘れてしまいました。思

わずマリアは「先生」と言って、主イエスに取り縋ろうとしましたが、主イエスは 「私に触れ

てはいけない。まだ父のもとへ上っていないのだから。私のきょうだいたちのところへ行って、こう言いな

さい。『私の父であり、あなたがたの父である方、また、私の神であり、あなたがたの神であるかたのもとに

私は上る』と」（ヨハネ 20:17）と言われました。「私に触れてはいけない」との言葉で、マリアは、主

イエスに聖なる霊を感じとりました。「私の父、私の神」との言葉で、マリアは主イエスが神の子

であると実感しました。「あなたがたの父、あなたがたの神」の言葉で、主イエスが共にいて下さる

ことも知りました。ヨハネ福音書冒頭の「初めに言があった。言葉は神と共にあった。言葉は神であっ

た」の神学的言葉が、マリアには現実となりました。聖なる方が、死に打ち勝ち、初めから、

今、ここに、そして最後まで共におられると信じたのです。弟子たちに告げに走ったマリアの

耳に、ガリラヤで聞いた主イエスの力強い言葉が響き、喜びで心が燃えていたことでしょう。 


